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短歌への思い語り共に評価50代の部
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Vため

守
谷

ゆ
美
さ
ん
（
附
）

き
、
も
の
グ
ラ
ン
プ
リ

日
本
の
伝
統
文
化
「
着
物
」
を
広
く
世
界
に
発
信
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
た
「
第
2
回
・
き
も
の
日
本
グ
ラ
ン
プ
リ
」
（
同
大
会
実

行
委
員
会
主
催
）
に
、
諏
訪
市
在
住
の
現
代
歌
人
協
会
会
員
の
守

谷
あ
ゆ
美
さ
ん
（
5
4
）
が
出
場
、
5
0
代
の
部
で
グ
ラ
ン
プ
リ
を
受
賞

し
た
。
ス
ピ
ー
チ
も
重
要
視
さ
れ
る
コ
ン
テ
ス
ト
に
、
長
年
取
り
組

む
短
歌
へ
の
思
い
を
語
り
、
着
物
姿
と
共
に
評
価
さ
れ
た
。
「
こ
れ

ま
で
の
人
生
は
着
物
と
作
歌
に
救
わ
れ
た
こ
と
が
多
々
あ
っ
た
。

今
後
も
よ
り
親
し
ん
で
、
日
本
文
化
を
広
め
る
こ
と
を
意
識
し
て

い
き
た
い
」
と
し
て
い
る
。
　
　
　
　
　
（
宮
坂
早
苗
）

守
谷
さ
ん
は
2
0
歳
の
こ
ろ
、
口

語
短
歌
誌
「
未
来
山
脈
」
を
主
宰

す
る
光
本
恵
子
さ
ん
と
出
会
い
、

短
歌
の
世
界
を
知
っ
た
。
以
来
、

自
分
を
活
字
に
し
て
い
く
こ
と
に

夢
中
に
な
り
、
詠
み
続
け
て
い
る
。

一
万
、
2
0
年
ほ
ど
前
か
ら
は
難
病

を
患
い
、
そ
の
中
で
夫
と
共
に
3

人
の
子
ど
も
を
育
て
て
き
た
。

大
会
出
場
は
、
幼
い
頃
か
ら
着

物
姿
の
母
に
憧
れ
「
自
分
も
着
る
．

こ
と
で
心
も
体
も
凛
と
し
、
強
さ

と
癒
や
し
を
与
え
て
く
れ
た
」
と

着
物
へ
の
愛
着
や
、
今
春
、
三
男

も
他
県
へ
進
学
し
た
こ
と
な
ど
が

き
っ
か
け
。
大
会
は
3
月
に
大
阪

市
の
リ
ー
ガ
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
大

阪
で
開
か
れ
、
書
類
選
考
か
ら
選

一
枚
。
ス
テ
ー
ジ
上
で
ラ
ン
ウ
ェ

イ
。
続
い
て
作
歌
が
縁
で
着
付
け

を
習
い
、
着
物
へ
の
関
心
が
強
患

っ
た
経
過
、
自
分
に
と
っ
て
の
着

物
パ
ワ
ー
の
偉
大
さ
を
ス
ピ
ー
チ
。

最
後
に
「
振
袖
に
赤
や
ピ
ン
ク
の

出
さ
れ
た
3
0
～
6
0
代
の
2
3
人
が
年

代
別
に
出
場
。
日
々
の
生
活
か
ら

会
得
し
た
知
恵
や
所
作
、
社
会
貢

献
の
意
識
も
選
考
対
象
と
な
り
、

5
0
代
の
最
高
賞
を
受
賞
し
た
。

当
日
の
着
物
は
、
成
人
式
に
あ

つ
ら
え
て
も
ら
っ
た
振
り
袖
を
訪

問
着
に
リ
メ
ー
ク
し
た
思
い
出
の


